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沿道で手旗を振って選手を後押し沿道で手旗を振って選手を後押し

天神峠前の急勾配の坂を力強く登る天神峠前の急勾配の坂を力強く登る

伴走者と励まし伴走者と励まし合い合いながらながら

榛名湖コースの選手たちが続々とゴール榛名湖コースの選手たちが続々とゴール

ボランティアなどに見送られ次々とスタートボランティアなどに見送られ次々とスタート

榛名湖をバックに記念撮影榛名湖をバックに記念撮影ポーランドのポズナン市代表団選手ポーランドのポズナン市代表団選手ゲストのゲストの日日
ひなたひ な た

向向涼子さん涼子さん

完走後のかき氷は格別完走後のかき氷は格別

　「第 10 回榛名山ヒルクライム in 高崎」（通称ハル
ヒル）が 5月 22 日に開催されました。今年は、小
学 3年生から 80歳代まで 2,253 人が出場。初心者・
榛名神社・榛名湖の 3つのコースで、榛名山の急坂
を駆け上がりました。
　レースは、市長の号砲でスタートしました。沿道か

らは、八木節や和太鼓の演奏で参加者を鼓舞。ボラン
ティアや地元の人たちが、手旗や横断幕で熱いエール
を送りました。榛名湖コースに参加した埼玉県の女性は
「レースにうってつけの天気で、調子良く走れました。
沿道で手を振って応援してもらうとうれしくなりますね」
と達成感あふれる表情で話してくれました。

ハルヒルが開催されましたハルヒルが開催されました
市ホームページで
ハルヒルの写真と
動画が見られます▶

2022．6．2022．6．11（（1818））

シネマテークたかさき
（☎325-1744）
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お
ら
ほ
う
の
言
葉今

月
の
お
題
「
ま
っ
と
」

　かつてグルジアと呼ばれていた国・
ジョージアの首都トビリシ。79歳の
作家エレネは生まれた時からの家で娘
夫婦と暮らしています。娘のしゅうと
めミランダにアルツハイマーの症状が
出始めたため同居することになります
が、ソ連時代の高官だったミランダを

エレネは快く思っていません。そこへ
かつての恋人から数十年ぶりに電話が
かかってきて、エレネは過去に思い
を馳

は

せます。93歳のゴゴベリゼ監督
が、日本の金継ぎに着想を得て、過
去との和解をジョージアの歴史と重
ねながら描き出します。　　　（小林）
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金の糸
ジョージア他　6/17㈮～23㈭

監
ナナ・ジョルジャゼ／グランダ・
ガブニア／ズラ・キプシゼ

出

●ストレイ～犬が見た世界（アメリカ、
6/3 ～ 16) 監 エリザベス・ロー
●ロックフィールド～伝説の音楽スタ
ジオ（イギリス、6/3 ～ 16）監 ハン
ナ・ベリーマン 出 キングズリー・
ウォード／チャールズ・ウォード
●ベルイマン島にて（フランス他、
6/10 ～ 16) 監 ミア・ハンセン=ラブ 
出 ビッキー・クリープス／ティム・
ロス／ミア・ワシコウスカ
●山

サン カ

歌（日本、6/17 ～ 30) 監 笹谷遼
平 出 杉田雷

らいる

麟／小向なる／飯田基
きすけ

祐

ラナ・ゴゴベリゼ

（19）高崎市役所 ☎027-321-1111
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わ
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始
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a.jp
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